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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　待機状態を有する電源装置において、
　交流電源が供給され、抵抗およびコンデンサからなる時定数手段と、
　上記時定数手段から供給される電圧を検出する第１の電圧検出手段と、
　上記第１の電圧検出手段で検出された電圧に応じてオン／オフが制御されるスイッチ手
段と、
　上記スイッチ手段から出力される電圧を検出する第２の電圧検出手段とを有するパルス
発生手段を有し、
　上記時定数手段によって設定された時定数の後、上記第１の電圧検出手段において、第
１の基準電圧より高い電圧が検出されると、上記スイッチ手段をオンとし、
　上記第２の電圧検出手段において、第２の基準電圧より低い電圧が検出されると、上記
スイッチ手段をオフとすることによって、間欠的に発生するパルスに応じて、電源のオン
／オフが制御され、待機時の電源を形成する電源装置。
【請求項２】
　さらに、上記パルス発生手段には、供給される交流電源を安定させるために、定電圧手
段を備えた請求項１に記載の電源装置。
【請求項３】
　さらに、上記パルス発生手段には、供給される交流電源を安定させるために、定電流手
段を備えた請求項１に記載の電源装置。
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【請求項４】
　さらに、上記パルス発生手段には、
　供給される上記交流電源を検出する第３の電圧検出手段と、
　上記第３の電圧検出手段で検出された電圧に応じて上記時定数手段の入力インピーダン
スを切り替える入力インピーダンス切り替え手段と
を有する請求項１に記載の電源装置。
【請求項５】
　さらに、交流電源の電圧値の違いにかかわらず、上記パルス発生手段に対する入力電圧
値を略一定とするために、上記交流電源の全波、上記交流電源の半波および上記交流電源
の整流出力の何れか１つを選択する選択手段を備えた請求項１に記載の電源装置。
【請求項６】
　交流電源が供給されるパルス発生装置において、
　抵抗およびコンデンサからなる時定数手段と、
　上記時定数手段から供給される電圧を検出する第１の電圧検出手段と、
　上記第１の電圧検出手段で検出された電圧に応じてオン／オフが制御されるスイッチ手
段と、
　上記スイッチ手段から出力される電圧を検出する第２の電圧検出手段とを有し、
　上記時定数手段によって設定された時定数の後、上記第１の電圧検出手段において、第
１の基準電圧より高い電圧が検出されると、上記スイッチ手段をオンとし、上記第２の電
圧検出手段において、第２の基準電圧より低い電圧が検出されると、上記スイッチ手段を
オフとすることによって、間欠的にパルスを発生するパルス発生装置。
【請求項７】
　さらに、供給される交流電源を安定させるために、定電圧手段を備えた請求項６に記載
のパルス発生装置。
【請求項８】
　さらに、供給される交流電源を安定させるために、定電流手段を備えた請求項６に記載
のパルス発生装置。
【請求項９】
　供給される上記交流電源を検出する第３の電圧検出手段と、
　上記第３の電圧検出手段で検出された電圧に応じて上記時定数手段の入力インピーダン
スを切り替える入力インピーダンス切り替え手段と
を有する請求項６に記載のパルス発生装置。
【請求項１０】
　さらに、交流電源の電圧値の違いにかかわらず、入力電圧値を略一定とするために、上
記交流電源の全波、上記交流電源の半波および上記交流電源の整流出力の何れか１つを選
択する選択手段を備えた請求項６に記載のパルス発生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電子機器の待機時の損失を抑えることができる電源装置およびパルス発生装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＴＶ装置およびＶＴＲ装置には、待機状態が設けられている。この待機状態とは、
その装置の主な回路の動作を停止している状態であり、例えばリモコン（リモートコント
ローラ）によって、何らかの動作の指示がなされたときに、その指示を受信し、その指示
に応じた動作が直ちに行えるような状態である。
【０００３】
そして、この待機状態の時には、供給する電源を停止させ、何らかの動作の指示を受信す
るための受信部のみを動作させることによって、消費電力を抑えることが考えられている
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。このとき、受信部のみを動作させるために、例えばコンデンサが使用される。そして、
このコンデンサの電圧電流を所定値以上に保つために、一定のサイクルで電源を供給して
いた。このように、一定のサイクルで電源を供給するために、タイマまたは発振器（ＯＳ
Ｃ）を使用していた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、タイマまたは発振器（ＯＳＣ）を使用しているため、かなり大きな消費電
力を費やすため、待機状態において消費電力を充分に抑えることができない問題があった
。
【０００５】
特に、発振器を用いる方式では、消費電力を抑える、いわゆる省エネルギー動作が不十分
となる問題があった。さらに、発振器を間欠発振させると可響音（ノイズ）が発生する問
題があった。
【０００６】
従って、この発明の目的は、待機状態の消費電力を充分に抑えることができる電源装置お
よびパルス発生装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の発明は、待機状態を有する電源装置において、交流電源が供給され、
抵抗およびコンデンサからなる時定数手段と、時定数手段から供給される電圧を検出する
第１の電圧検出手段と、第１の電圧検出手段で検出された電圧に応じてオン／オフが制御
されるスイッチ手段と、スイッチ手段から出力される電圧を検出する第２の電圧検出手段
とを有するパルス発生手段を有し、時定数手段によって設定された時定数の後、第１の電
圧検出手段において、第１の基準電圧より高い電圧が検出されると、スイッチ手段をオン
とし、第２の電圧検出手段において、第２の基準電圧より低い電圧が検出されると、スイ
ッチ手段をオフとすることによって、間欠的に発生するパルスに応じて、電源のオン／オ
フが制御され、待機時の電源を形成する電源装置である。
【０００８】
　請求項７に記載の発明は、交流電源が供給されるパルス発生装置において、抵抗および
コンデンサからなる時定数手段と、時定数手段から供給される電圧を検出する第１の電圧
検出手段と、第１の電圧検出手段で検出された電圧に応じてオン／オフが制御されるスイ
ッチ手段と、スイッチ手段から出力される電圧を検出する第２の電圧検出手段とを有し、
時定数手段によって設定された時定数の後、第１の電圧検出手段において、第１の基準電
圧より高い電圧が検出されると、スイッチ手段をオンとし、第２の電圧検出手段において
、第２の基準電圧より低い電圧が検出されると、スイッチ手段をオフとすることによって
、間欠的にパルスを発生するパルス発生装置である。
【０００９】
抵抗およびコンデンサからなる時定数回路に交流電源が供給され、時定数回路のコンデン
サに充電／放電される電圧に応じて、間欠的にパルスを発生する。発生したパルスによっ
て、待機時の電源のオン／オフが行われる。そのオン／オフに応じて電源が形成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の一実施形態について図面を参照して説明する。図１は、この発明が適用
された第１の実施形態の全体的構成を示す。端子Ｔi1およびＴi2から構成される入力端子
Ｔi から交流電源が供給される。端子Ｔi1およびＴi2の間に、間欠パルス発生回路１が設
けられる。スイッチ回路２の一方は、端子Ｔi1と接続され、その他方は、トランス４の一
次側の一方と接続される。トランス４の一次側の他方は、端子Ｔi2と接続される。
【００１１】
間欠パルス発生回路１は、後述するように、供給される交流電源から間欠的にパルスを発
生させ、発生させたパルスを制御回路３へ供給する。なお、間欠パルス発生回路１では、
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省エネルギーモード検出回路７からの信号に応じて、その動作が行われる。制御回路３で
は、間欠パルス発生回路１からのパルス、および／または供給モード検出回路９からの信
号に応じてスイッチ回路２のオン／オフの制御が行われる。スイッチ回路２がオンとなる
と、トランス４の一次側に交流電源が供給される。
【００１２】
トランス４の二次側には、ダイオードブリッジ５およびコンデンサ６からなる整流回路が
設置される。ダイオードブリッジ５の出力端の一方は、省エネルギーモード検出回路７と
接続され、その他方は、出力端子Ｔo の端子Ｔo2と接続される。省エネルギーモード検出
回路７は、スイッチ回路８を介して出力端子Ｔo の端子Ｔo1と接続される。また、ダイオ
ードブリッジ５の出力端の一方と、端子Ｔo1との間に、供給モード検出回路９が設けられ
る。
【００１３】
省エネルギーモード検出回路７では、例えば負荷電流が検出され、通常の負荷電流の１／
１００以下の電流が検出され、待機状態であると判断されると、省エネルギーモードで動
作するように間欠パルス発生回路１へ信号が供給される。
【００１４】
供給モード検出回路９では、例えば、負荷電流が検出され、所定の電流値以上が検出され
ると、供給モードで動作するように制御回路３へ信号が供給される。このとき、制御回路
３では、スイッチ回路２をオンとする。また、供給モード検出回路９では、無負荷を検出
することも可能であり、無負荷が検出されると、スイッチ回路８をオフとする。
【００１５】
この第１の実施形態に示す間欠パルス発生回路１の一例のブロック図を図２に示す。この
図２に示す間欠パルス発生回路１は、上述したように、交流電源から間欠的にパルスを発
生させるものである。
【００１６】
時定数回路１１では、例えば、抵抗およびコンデンサによって、所定の時定数が設定され
る。所定の時定数の後、電圧検出回路１２において、所定の電圧が検出されると、スイッ
チ回路１３がオンとなる。スイッチ回路１３がオンとなると、スイッチ回路１３から電圧
検出回路１４、リセット回路１６およびパルス発生回路１７へ電源が供給される。リセッ
ト回路１６では、スイッチ回路１３がオフとされる。パルス発生回路１７では、パルスが
発生する。
【００１７】
また、スイッチ回路１３がオンのときに、電圧検出回路１４において、所定の電圧以上の
電圧が検出されると、スイッチＯＦＦ回路１５を介して、スイッチ回路１３をオフにする
。このように、スイッチ回路１３をオン／オフすることによって発生したパルスは、負荷
１８に供給される。
【００１８】
　この第１の実施形態に示す間欠パルス発生回路１の一例の回路図を図３に示す。また、
以下同じブロックおよび同じ回路には、同じ参照符号を付し、その説明を省略する。ダイ
オード２１は整流回路であり、抵抗２２、コンデンサ２３から時定数回路１１が構成され
、ツェナーダイオード２４、抵抗２５、２６、３６から電圧検出回路１２が構成され、Ｐ
ＮＰ形のトランジスタ２７、ＮＰＮ形のトランジスタ２８からスイッチ回路１３が構成さ
れ、抵抗２９はリセット回路１６である。そして、抵抗３０、ＮＰＮ形のトランジスタ３
１、３２からスイッチＯＦＦ回路１５が構成され、ツェナーダイオード３３、抵抗３４、
３５から電圧検出回路１４が構成される。また、トランジスタ２７のコレクタは、端子Ｔ
cと接続される。この端子Ｔcは、制御回路３と接続される。端子Ｔsは、スイッチ回路２
を介してトランス４の一次側の一方と接続される。
【００１９】
図３に示す間欠パルス発生回路１の動作の一例を説明する。入力された交流電源は、ダイ
オード２１によって整流される。コンデンサ２３に電圧が充電される。このとき、抵抗２
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２と、コンデンサ２３との接続点Ａの電圧は、図４Ａに示すようになる。そして、接続点
Ａの電圧がツェナーダイオード２４の基準電圧以上、例えば１２Ｖ以上となると、ツェナ
ーダイオード２４がオンとなる。そして、トランジスタ２８がオンとなり、トランジスタ
２７がオンとなる。抵抗２９によって、リセットされる。端子Ｔc を介して電圧が出力さ
れる。
【００２０】
負荷によって、出力される電圧がツェナーダイオード３３の基準電圧以下、例えば６Ｖ以
下に低下すると、ツェナーダイオード３３がオフとなる。そして、トランジスタ３２がオ
フとなり、トランジスタ３１がオンとなり、トランジスタ２８がオフとなり、トランジス
タ２７がオフとなる。端子Ｔc には、図４Ｂに示す電圧が得られる。このように、間欠パ
ルスが発生する。この実施形態では、この間欠パルスを用いて電源回路を間欠動作させる
。
【００２１】
　この発明が適用された第２の実施形態におけるスイッチ回路２および制御回路３の具体
例を図５に示す。この第２の実施形態は、スイッチ回路２の一例として、トライアック５
１を使用したものである。トライアック５１のオン／オフは、トランス４の二次側に設け
られている負荷電流検出回路５３からフォトカプラ５２を介して、制御される。
【００２２】
ダイオードブリッジ５およびコンデンサ６から構成される整流回路は、負荷電流検出回路
５３と接続される。負荷電流検出回路５３では、負荷電流が検出される。例えば、所定の
電流値以上の電流が検出されると、供給モードであると判断され、負荷電流検出回路５３
からフォトカプラ５２を介してトライアック５１がオンとされる。定電圧回路５４では、
出力端子Ｔo に接続される負荷に対して、所定の電圧が出力される。
【００２３】
具体的には、負荷電流検出回路５３において、負荷電流を検出して、検出した電流から供
給モードであると判断されると、フォトカプラ５２の発光ダイオード５２ｓが発光される
。発光ダイオード５２ｓが発光すると、フォトトランジスタ５２ｒがオンとなる。フォト
トランジスタ５２ｒがオンとなると、ＮＰＮ形のトランジスタ５０がオンとなる。トラン
ジスタ５０がオンとなると、トライアック５１のゲートにバイアス電圧がかかかるので、
トライアック５１がオンとなり、入力された交流電源がトランス４に供給される。また、
トランジスタ５０は、間欠パルス発生回路１によっても、オン／オフが制御される。ここ
で、抵抗４１およびコンデンサ４２並びに抵抗４６およびコンデンサ４７から時定数回路
が構成され、ダイオード４４および４８によって、整流回路が構成される。
【００２４】
このように、図５の構成では、負荷に対して電圧電流を供給している間は、負荷電流検出
回路５３によって、トライアック５１をオンとし、待機状態のため負荷に対して電圧電流
の供給を停止している間は、間欠パルス発生回路１によって、所定の間隔でトライアック
５１をオンとする。また、図４Ｃに示す信号は、間欠パルス発生回路１によって、トライ
アック５１のオン／オフを制御するときの信号の一例であり、この信号は、トランジスタ
５０のベースおよびトライアック５１のゲートに発生する。
【００２５】
　この発明の第２の実施形態を図６に示す。この図６は、スイッチング電源回路を使用す
る場合に、この発明を適用したものである。入力端子Ｔiから入力された電源は、ダイオ
ードブリッジ６０およびコンデンサ６１によって整流される。間欠パルス発生回路１には
、整流された電源が供給される。この間欠パルス発生回路１は、上述したようにＰＷＭ（
パルス幅変調）回路６３へＦＥＴ６５をオン／オフする信号が供給される。一例として、
図７Ｂに示す信号が間欠パルス発生回路１からＰＷＭ回路６３へ供給される。また、間欠
パルス発生回路１には、トランス６６の二次側からフォトカプラ７７を介してＦＥＴ６５
をオン／オフする信号が供給される。
【００２６】
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　ＰＷＭ回路６３には、抵抗６２を介して整流された電源が供給される。また、トランス
６６の二次側からフォトカプラ７６を介して信号が供給される。ＰＷＭ回路６３は、供給
された信号に応じてＦＥＴ６５のゲートへ信号を供給する。ＦＥＴ６５のドレインは、ト
ランス６６の巻線６６ａと接続され、そのソースは、接地される。なお、ＦＥＴ６５のソ
ース・ドレイン間に、寄生ダイオード６５ａが設けられている。
【００２７】
ダイオード６４のカソードは、ＰＷＭ回路６３と接続され、そのアノードは、トランス６
６の巻線６６ｂの一方と接続される。トランス６６の巻線６６ｂの他方は、接地される。
【００２８】
　トランス６６の二次側となる巻線６６ｃの一方は、ダイオード６７およびコンデンサ６
８から構成される整流回路と接続される。巻線６６ｃの他方は、接地される。電圧検出回
路６９では、整流回路から出力される電圧が検出される。電圧検出回路６９では、所定の
電圧以上の電圧が検出されると、スイッチ回路７２をオフとする。
【００２９】
電流検出回路７０では、所定の電流以下、例えば通常の１／１００以下の負荷電流が検出
された場合、加算器７４および切り替え回路７５へ信号が供給される。この電流検出回路
７０は、上述した図１の省エネルギーモード検出回路７である。
【００３０】
電圧検出回路７３では、出力端子Ｔo から出力される電圧が検出される。検出された電圧
が所定の電圧以下の場合、電圧検出回路７３から加算器７４へ信号が供給される。加算器
７４では、電流検出回路７０からの信号および／または電圧検出回路７３からの信号が加
算される。加算された信号は、フォトカプラ７６の発光ダイオード７６ｓへ供給され、フ
ォトカプラ７６のフォトトランジスタ７６ｒを介して、ＰＷＭ回路６３へ供給される。
【００３１】
電流検出回路７１では、所定の電流以上の負荷電流が検出された場合、切り替え回路７５
へ信号が供給される。この電流検出回路７１は、上述した図１の供給モード検出回路９で
ある。
【００３２】
切り替え回路７５では、電流検出回路７０から供給される信号および／または電流検出回
路７１から供給される信号に応じて、フォトカプラ７７の発光ダイオード７７ｓへ信号が
供給され、フォトカプラ７７のフォトトランジスタ７７ｒを介して、間欠パルス発生回路
１へ供給される。
【００３３】
この図６に示す第２の実施形態のトランス６６の二次側のブロック図を図８に示す。整流
回路から出力される電源は、供給モード検出回路８１および省エネルギーモード検出回路
８２へ供給される。供給モード検出回路８１および省エネルギーモード検出回路８２では
、上述したように、検出される電流によって、供給モードおよび省エネルギーモードが検
出される。信号伝送回路８３では、供給モード検出回路８１および／または省エネルギー
モード検出回路８２からの信号に応じて、トランス６６の一次側に信号が伝送される。
【００３４】
ここで、上述した第１および第２の実施形態における発明の間欠パルス発生回路１は、入
力電源が所望の電圧で安定しているときには、間欠パルスの周波数も安定しているが、入
力電源が変動すると、間欠パルスの周波数も変動する。例えば、図９Ａに示すパルス信号
は、所望の電圧で入力電源が安定しているときに、間欠パルス発生回路１から出力される
ものである。これに対して、図９Ｂに示すパルス信号は、入力電源が所望の電圧より低い
ときに、間欠パルス発生回路１から出力されるものであり、図９Ａと比較すると、間欠動
作の休み期間の長さが長くなる。さらに、図９Ｃに示すパルス信号は、入力電源が所望の
電圧より高いときに、間欠パルス発生回路１から出力されるものであり、図９Ａと比較す
ると、間欠動作の休み期間の長さが短くなる。
【００３５】
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従って、入力電源の変動を抑え、間欠パルスの周波数の変動を防止することが好まれる。
そのための幾つかの例を説明する。なお、以下に示す回路図またはブロック図は、上述し
た図３に示す間欠パルス発生回路１の中からダイオード２１、抵抗２２およびコンデンサ
２３を取り除き、それらが取り除かれた間欠パルス発生回路１’の入力の前段に設けたも
のである。
【００３６】
まず、間欠パルス発生回路１’の入力部に定電圧回路を設け、入力電源を安定化させる第
１の例を図１０に示す。ダイオード２１のカソードと、抵抗２２との間に、定電圧回路９
１が設置される。また、ダイオード２１のカソードと接地との間に、コンデンサ９２が挿
入される。なお、端子Ｔs は、スイッチ回路２と接続され、端子Ｔe は、トランジスタ２
７のエミッタと接続される。
【００３７】
また、図６に示す間欠パルス発生回路１’の入力部に定電圧回路を設け、入力電源を安定
化させる第２の例を図１１に示す。ダイオードブリッジ６０の出力端の一方と、抵抗２２
の一方との間に、定電圧回路９１が設けられる。
【００３８】
この定電圧回路９１の一例の回路図を図１２に示す。この一例では、抵抗９５、ツェナー
ダイオード９６およびＮＰＮ形のトランジスタ９７から定電圧回路９１が構成される。整
流された電源が端子Ｔb を介して定電圧回路９１に供給される。入力電源がツェナーダイ
オード９６の基準電圧より高いと、ツェナーダイオード９６がオンとなり、トランジスタ
９７がオフとなる。入力電源がツェナーダイオード９６の基準電圧より低いと、ツェナー
ダイオード９６がオフとなるので、トランジスタ９７がオンとなる。
【００３９】
このように、間欠パルス発生回路１’の入力部に定電圧回路９１を設けることによって、
間欠パルス発生回路１’に供給される入力電源を所望の電圧に安定させることができる。
また、この図１０および図１１では、定電圧回路９１を間欠パルス発生回路１’の入力の
前段に設けた一例を示したが、間欠パルス発生回路１の内部に設けるようにしても良い。
【００４０】
　次に、入力電源を安定させるために定電流回路を使用した一例を図１３に示す。この図
１３では、図６に示す間欠パルス発生回路１'の入力部に定電流回路を設け、入力電源を
安定化させる。抵抗２２と、コンデンサ２３との間に、定電流回路１０２が設置される。
また、入力端子Ｔiとダイオードブリッジ６０との間に、ノイズ除去用のフィルタ１０１
が設けられる。
【００４１】
この定電流回路１０２の一例の回路図を図１４に示す。ＮＰＮ形のトランジスタ１０５、
１０７、抵抗１０６から定電流回路１０２が構成される。
【００４２】
　また、入力電圧を検出して、間欠パルス発生回路１'の入力インピーダンスを切り替え
る一例を図１５に示す。ツェナーダイオード１１１の基準電圧を越える場合、ツェナーダ
イオード１１１がオンとなり、トランジスタ１１５がオンとなり、トランジスタ１１６が
オフとなる。ツェナーダイオード１１１の基準電圧以下の場合、ツェナーダイオード１１
１がオフとなり、ＮＰＮ形のトランジスタ１１５がオフとなり、ＮＰＮ形のトランジスタ
１１６がオンとなる。従って、図１６に示すように、所定の電圧Ｖzを越える場合、トラ
ンジスタ１１６がオフとなり、入力インピーダンスＲが高くなる。このとき、上述した図
９Ｃに示すように、間欠動作の休み期間が短くなる。そして、所定の電圧Ｖz以下の場合
、トランジスタ１１６がオンとなり、入力インピーダンスＲが低くなる。このとき、図９
Ｂに示すように、間欠動作の休み期間の長さが長くなる。
【００４３】
すなわち、入力電源がツェナーダイオード１１１の基準電圧Ｖz を越えるときには、入力
インピーダンスＲを大きくして、時定数を大きくすることができ、また入力電源がツェナ
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ーダイオード１１１の基準電圧Ｖz 以下のときには、入力インピーダンスＲを小さくして
、時定数を小さくすることができる。従って、端子Ｔe から安定した電源が取り出させる
。
【００４４】
この発明の第３の実施形態を図１７に示す。この図１７は、待機状態のときに、リモコン
の受信部に電源を使用する一例である。この図１７は、リモコン受光部に電源を供給する
ための待機状態用の電源部を、主電源部とは別に設けた一例である。
【００４５】
まず、待機状態用の電源部を説明する。トライアック１２６のゲートに接続される制御部
にサイリスタ１２５が設けられている。制御部は、抵抗１２１、１２３、１２４、コンデ
ンサ１２２、サイリスタ１２５から構成される。このサイリスタ１２５のゲートには、間
欠パルス発生回路１’から制御信号が供給され、その制御信号に応じてサイリスタ１２５
がオン／オフする。サイリスタ１２５がオンとなると、トライアック１２６がオンとなる
。トライアック１２６がオンとなると、トランス１２７を介して、整流回路を構成するダ
イオードブリッジ１２８およびコンデンサ１２９から整流された電源が出力される。
【００４６】
ダイオードブリッジ１２８、コンデンサ１２９によって整流された電源は、リモコン受信
回路１３３へ供給される。リモコン受信回路１３３は、リモコンからの信号を受信すると
、フォトカプラの発光ダイオード１３５ｓへ信号を供給する。信号が供給された発光ダイ
オード１３５ｓは、発光し、その発光をフォトカプラのフォトダイオード１３５ｒが受光
し、フォトダイオード１３５ｒがオンとなる。
【００４７】
次に、主電源部を説明する。フォトダイオード１３５ｒがオンとなると、サイリスタ１４
５がオンとなり、トライアック１４６がオンとなる。トライアック１４６のゲートには、
上述のトライアック１２６と同様に制御部が接続される。この制御部は、抵抗１４１、１
４２、１４４、コンデンサ１４３、サイリスタ１４５から構成される。トライアック１４
６がオンとなると、ノイズ除去用のフィルタ１４７を介して、ダイオードブリッジ１４８
およびコンデンサ１４９から構成される整流回路へ電源が供給される。この整流回路で整
流された電源は、トランス１５２の巻線１５２ａの一方に供給される。ＦＥＴ１５１のド
レインは、トランス１５２の巻線１５２ａの他方と接続され、そのソースは、接地される
。また、ＦＥＴ１５１のゲートは、ＰＷＭ回路１５０が接続される。なお、ＦＥＴ１５１
には、寄生ダイオード１５１ａが設けられる。
【００４８】
　トランス１５２の巻線１５２ｂには、ダイオード１３１およびコンデンサ１３２から構
成される整流回路が設けられ、この整流回路によって整流された電源は、セット負荷１３
４およびダイオード１３０を介してリモコン受信回路１３３へ供給される。
【００４９】
また、トランス１５２の巻線１５２ｃには、ダイオード１５３およびコンデンサ１５４か
ら構成される整流回路が設けられ、この整流回路によって整流された電源は、セット負荷
１５５へ供給される。
【００５０】
このように、リモコンから動作の指示をリモコン受信回路１３３で受信すると、スイッチ
ング電源からなる主電源部から電源が出力される。主電源部がオンとなると、トランス１
５２の巻線１５２ｂを介して、リモコン受信回路１３３へ電源が供給される。また、リモ
コンから停止の指示をリモコン受信回路１３３で受信すると、フォトカプラがオフとなる
ので、トライアック１４６がオフとなる。
【００５１】
そして、主電源部がオフ状態のとき、コンデンサ１２９の容量によって、待機状態用の電
源部から電源が出力されるタイミングが決定される。例えば、図１８に示すように、トラ
イアック１２６がオンとなる間隔を、数十秒～数分の範囲で選択することができる。すな
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わち、待機状態の消費電力を最小にするように、コンデンサ１２９の容量が選択される。
【００５２】
ここで、地域によって異なる何れの交流電源がこの発明の間欠パルス発生回路１’に供給
されても、間欠パルスの周波数の変動を防止することができる幾つかの例を説明する。そ
の第１の例を図１９に示す。端子Ｔi1およびＴi2との間に、抵抗１６１および１６２が直
列に設けられる。抵抗１６１および１６２の接続点から、全波整流が取り出され、取り出
された全波整流は、スイッチ回路１６４の端子１６４ａへ供給される。また、端子Ｔi2か
ら抵抗１６３を介して半波整流が取り出され、取り出された半波整流は、スイッチ回路１
６４の端子１６４ｂへ供給される。
【００５３】
抵抗１６５および１６６の接続点に設けられた電圧検出回路１６７によって、ダイオード
ブリッジ６０から出力される電源の電圧が検出される。電圧検出回路１６７では、検出さ
れた電圧に応じて、切り替え回路１６８へ信号が供給される。切り替え回路１６８では、
供給された信号に応じて、スイッチ回路１６４が切り替えられる。一例として、１００Ｖ
の電圧が検出されると、スイッチ回路１６４では、端子１６４ａが選択され、電圧検出回
路１６７において、２００Ｖの電圧が検出されると、スイッチ回路１６４では、端子１６
４ｂが選択される。スイッチ回路１６４において、選択された全波整流または半波整流は
、間欠パルス発生回路１’へ供給される。
【００５４】
そして、第２の例を図２０に示す。スイッチ回路１７２の端子１７２ａには、全波整流が
供給され、スイッチ回路１７２の端子１７２ｂには、半波整流が供給される。また、スイ
ッチ回路１７２の端子１７２ｃには、抵抗１７１を介してダイオードブリッジ６０から出
力される全波整流が供給される。一例として、電圧検出回路１６７において、１８０Ｖの
電圧が検出されると、スイッチ回路１７２では、端子１７２ａが選択され、２４０Ｖの電
圧が検出されると、スイッチ回路１７２では、端子１７２ｂが選択され、１００Ｖの電圧
が検出されると、スイッチ回路１７２では、端子１７２ｃが選択される。
【００５５】
このように、入力される交流電源に応じて、最適な電源を間欠パルス発生回路１’に入力
することができるので、間欠パルスの変動を防止することができる。従って、交流電源の
異なる地域でも同様に使用するこができる。
【００５６】
　半波整流が選択されたときの、一例を図２１に示す。この一例では、抵抗２２およびコ
ンデンサ２３からなる時定数回路を介して半波整流が間欠パルス発生回路１'へ供給され
る。
【００５７】
また、半波整流が選択されたときの、他の例を図２２に示す。この他の例では、抵抗１８
１および１８２の接続点から供給される半波整流に応じて、トランジスタ１８３がオン／
オフする。トランジスタ１８３がオンとなるとき、ダイオードブリッジ６０から出力され
る電源が間欠パルス発生回路１’へ供給される。
【００５８】
この図２１と、図２２とを比較すると、図２２に示す他の例の方が、時定数の抵抗を低く
抑えることができる。すなわち、図２１に示す一例より図２２に示す他の例の方が損失を
小さくする抑えることができる。
【００５９】
　全波整流が選択されたときの、一例を図２３に示す。この一例では、抵抗１６１および
１６２の一方の抵抗と、コンデンサ１６９とからなる時定数回路を介して全波整流が間欠
パルス発生回路１'へ供給される。
【００６０】
　上述した実施形態は、ＴＶ装置およびＶＴＲ装置に適用された一例として説明している
が、交流電源を入力し、待機状態を備えた電子機器であれば、どのような電子機器であっ
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り、充電時の携帯電話およびカメラ一体型ＶＴＲなどに対しても適用することが可能であ
る。
【００６１】
【発明の効果】
この発明に依れば、トランスの一次側にスイッチ回路を設け、そのスイッチ回路をオフと
することにって、待機状態のときの消費電力を抑えることができる。そして、そのスイッ
チ回路を制御するときに、入力される交流電源を利用し、間欠パルスを発生するので、さ
らに、消費電力を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明が適用される第１の実施形態のブロック図である。
【図２】この発明の間欠パルス発生回路の１例のブロック図である。
【図３】この発明の間欠パルス発生回路の一例の回路図である。
【図４】この発明の説明に用いられる略線図である。
【図５】この発明が適用される第１の実施形態の具体的な構成を示す図である。
【図６】この発明が適用される第２の実施形態のブロック図である。
【図７】この発明の説明に用いられる略線図である。
【図８】この発明の説明に用いられる略線図である。
【図９】この発明の説明に用いられる略線図である。
【図１０】この発明に適用される第１の例のブロック図である。
【図１１】この発明に適用される第２の例のブロック図である。
【図１２】この発明に適用される定電圧回路の一例の回路図である。
【図１３】この発明に適用される一例のブロック図である。
【図１４】この発明に適用される定電流回路の一例の回路図である。
【図１５】この発明が適用される一例の回路図である。
【図１６】この発明を説明するための略線図である。
【図１７】この発明が適用される第３の実施形態のブロック図である。
【図１８】この発明を説明するための略線図である。
【図１９】この発明が適用できる第１の例のブロック図である。
【図２０】この発明が適用できる第２の例のブロック図である。
【図２１】この発明を説明するための一例のブロック図である。
【図２２】この発明が説明するための他の例のブロック図である。
【図２３】この発明を説明するための一例のブロック図である。
【符号の説明】
１・・・間欠パルス発生回路、２、８・・・スイッチ回路、３・・・制御回路、４・・・
トランス、５・・・ダイオードブリッジ、６・・・コンデンサ、７・・・省エネルギーモ
ード検出回路、９・・・供給モード検出回路
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【図３】 【図４】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】



(14) JP 4214649 B2 2009.1.28

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】
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